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1.  平成22年1月期第3四半期の連結業績（平成21年2月1日～平成21年10月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年1月期第3四半期 14,506 ― 600 ― 613 ― 417 ―
21年1月期第3四半期 13,578 △17.5 552 △49.0 588 △50.4 476 △37.6

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年1月期第3四半期 15.96 ―
21年1月期第3四半期 18.09 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年1月期第3四半期 18,333 15,024 81.9 573.73
21年1月期 18,405 14,842 80.6 566.53

（参考） 自己資本   22年1月期第3四半期  15,024百万円 21年1月期  14,842百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年1月期 ― 3.75 ― 3.75 7.50
22年1月期 ― 3.75 ―
22年1月期 

（予想）
3.75 7.50

3.  平成22年1月期の連結業績予想（平成21年2月1日～平成22年1月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 18,600 2.1 600 △1.5 600 18.6 380 90.8 14.51
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準
適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 
 業績予想については、本資料の発表日現在で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因により予想数値と異なる可
能性があります。 
 なお、上記予想に関する事項については、４ページ「【定性的情報・財務諸表等】３．連結業績予想に関する定性的情報」をご参照ください。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年1月期第3四半期 26,620,000株 21年1月期  26,620,000株
② 期末自己株式数 22年1月期第3四半期  433,344株 21年1月期  421,252株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年1月期第3四半期 26,191,555株 21年1月期第3四半期 26,327,007株
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当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、世界的な景気後退が続く中、一部に企業収益改善の

傾向が見られるものの、民間設備投資の抑制は拡大し、雇用情勢の悪化、個人消費の低迷など、依然とし

て厳しい状況で推移いたしました。 

 このような情勢のもと、当社グループは各事業において積極的な営業活動を展開いたしました結果、当

第３四半期連結累計期間における売上高は145億６百万円（前年同期比6.8％増）となり、営業利益は６億

円（前年同期比8.7％増）、経常利益は６億１千３百万円（前年同期比4.2％増）、四半期純利益は投資有

価証券の評価損等があり４億１千７百万円（前年同期比12.2％減）となりました。 

 なお、増減率（前年同期比）につきましては、適用される会計基準が異なるため、参考情報として記載

しております。 

  

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。 

道路事業：道路事業は、国および地方自治体の公共事業費の引き締めによる市場規模の縮小と熾烈な価

格競争が依然として続く、厳しい事業環境下で推移いたしました。このような中、各地区にわたり道路の

維持・清掃および補修工事の受注増に努めました結果、関西地区の一部管理路線における集中工事や防

災・安全対策関連作業の受注などもあり、当事業における売上高は122億３千２百万円、営業利益は７億

９千７百万円となりました。 

レジャー事業：有楽町スバル座における映画興行は、「群青」「のんちゃんのり弁」などの娯楽作、

「禅」「ブッシュ」などの社会性のある作品を上映いたしましたが、全体的に低調な成績で推移いたしま

した。 

飲食事業は、各店舗においてメニューの見直しやテイクアウト商品の充実を行う一方、一部店舗で分煙

対策・増席工事などの顧客増を図りましたが、外食離れの影響は大きく、減収となりました。また、飲食

物品の販売につきましても、自動販売機飲料品販売の不振により減収となりました。 

マリーナ事業は、今期より通期稼働となりますが、ヨットレース「スバル ザ カップ」の開催等各種

イベントの実施やクラブハウスの改修等設備の充実を図り、積極的な事業運営を行った結果、マリーナ利

用契約者数も増え、「東京夢の島」「浦安」両マリーナともに順調に稼働しております。 

以上の結果、レジャー事業全体の売上高は19億１千８百万円、営業利益は１千７百万円となりました。

不動産事業：都心オフィスビルの空室率が悪化する傾向の中、当社所有ビルにおいても、一部フロアに

空室があり、また、耐震補強工事の影響もあり、売上高は３億５千５百万円、営業利益は１億５千８百万

円となりました。 

  

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、たな卸資産の減少、短期貸付金の減少等により、前連結会計

年度末に比べ７千２百万円減の183億３千３百万円となりました。 

負債は、支払手形及び買掛金の減少、長期借入金の減少等により、前連結会計年度末に比べ２億５千３

百万円減の33億９百万円となりました。 

純資産は、利益剰余金の増加等により、前連結会計年度末に比べ１億８千１百万円増の150億２千４百

万円となりました。 

  

【定性的情報・財務諸表等】

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報
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通期の連結業績の見通しにつきましては、第３四半期連結累計期間の業績等を考慮し、平成21年９月10

日に発表しました業績予想から修正し、売上高186億円（前年同期比2.1％増）、営業利益６億円（前年同

期比1.5％減）、経常利益６億円（前年同期比18.6％増）、当期純利益３億８千万円（前年同期比90.8％

増）を見込んでおります。 

  
  

該当事項はありません。 
  

① 簡便な会計処理 
 (棚卸資産の評価方法) 

棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積
り、簿価切下げを行う方法によっております。 
 (法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法) 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定す
る方法によっております。 
繰延税金資産の回収可能性の判断については、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差

異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績
予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  
② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。 
  

① 「四半期財務諸表に関する会計基準」等の適用 
当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務

諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四
半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。なお、四半期連結財務諸表
は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年
８月７日 内閣府令第50号）附則第７条第１項第５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸
表規則に基づいて作成しております。 

  
② 「棚卸資産の評価に関する会計基準」の適用 

棚卸資産については、従来、主として個別法による原価法によっておりましたが、第１四半期連結
会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日公表
分）が適用されたことに伴い、主として個別法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低
下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。この変更による損益に与える影響はありま
せん。 

  
③ 「リース取引に関する会計基準」の適用 

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処
理によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17
日（企業会計審議会第一部会）、平成19年３月30日改正））及び「リース取引に関する会計基準の適
用指針」（企業会計基準適用指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会 会計制度委員
会）、平成19年３月30日改正））が平成20年４月１日以降開始する連結会計年度に係る四半期連結財
務諸表から適用することができることになったことに伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの会
計基準等を適用し、通常の売買取引に係る会計処理によっております。 
また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法については、リ

ース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。 
なお、リース取引開始日が会計基準適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引に

ついては、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。この変更によ
る損益に与える影響はありません。 

  

3. 連結業績予想に関する定性的情報

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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（追加情報） 
有形固定資産の耐用年数の変更 
法人税法の改正を契機に、第１四半期連結会計期間より機械装置の耐用年数の見直しを行っており

ます。この変更による損益に与える影響は軽微であります。なお、セグメントに与える影響は、当該
箇所に記載しております。 
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年10月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年１月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,525,569 2,138,215

受取手形及び売掛金 3,141,816 2,971,643

有価証券 1,183,436 1,032,511

商品及び製品 72,464 77,726

原材料及び貯蔵品 73,949 71,702

未成工事支出金 98,083 432,377

繰延税金資産 103,067 52,366

短期貸付金 1,111,580 1,611,140

その他 133,801 237,568

貸倒引当金 △47,427 △32,961

流動資産合計 8,396,341 8,592,289

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,450,177 1,609,988

機械装置及び運搬具（純額） 578,462 636,989

土地 4,105,344 4,093,208

建設仮勘定 14,973 387,559

その他（純額） 104,865 95,047

有形固定資産合計 7,253,822 6,822,792

無形固定資産   

のれん 16,037 25,566

その他 22,417 18,391

無形固定資産合計 38,455 43,957

投資その他の資産   

投資有価証券 839,110 1,085,779

差入保証金 867,529 877,134

繰延税金資産 59,974 57,692

保険積立金 702,573 734,610

その他 404,102 446,697

貸倒引当金 △228,094 △255,091

投資その他の資産合計 2,645,195 2,946,821

固定資産合計 9,937,473 9,813,571

資産合計 18,333,815 18,405,861

スバル興業㈱(9632)平成22年１月期第３四半期決算短信

－ 6 －



(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年10月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年１月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,223,532 1,555,114

1年内返済予定の長期借入金 100,000 100,000

未払法人税等 205,863 211,878

賞与引当金 180,673 65,008

役員賞与引当金 － 4,700

その他 671,856 642,357

流動負債合計 2,381,925 2,579,058

固定負債   

長期借入金 50,000 125,000

繰延税金負債 1,399 1,465

退職給付引当金 238,612 218,666

役員退職慰労引当金 143,700 174,275

ＰＣＢ処理引当金 4,528 5,305

その他 489,619 459,583

固定負債合計 927,860 984,296

負債合計 3,309,785 3,563,355

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,331,000 1,331,000

資本剰余金 1,057,028 1,057,028

利益剰余金 12,903,420 12,681,895

自己株式 △146,015 △142,575

株主資本合計 15,145,433 14,927,349

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △121,404 △84,843

評価・換算差額等合計 △121,404 △84,843

純資産合計 15,024,029 14,842,506

負債純資産合計 18,333,815 18,405,861
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年２月１日 
 至 平成21年10月31日) 

売上高 14,506,068

営業費用 12,834,332

売上総利益 1,671,735

一般管理費 1,070,990

営業利益 600,745

営業外収益  

受取利息 23,421

デリバティブ評価益 14,244

その他 26,314

営業外収益合計 63,980

営業外費用  

支払利息 4,108

持分法による投資損失 33,611

その他 13,838

営業外費用合計 51,558

経常利益 613,167

特別利益  

貸倒引当金戻入額 13,001

投資有価証券売却益 40,878

保険解約返戻金 155,449

抱合せ株式消滅差益 17,493

その他 2,780

特別利益合計 229,601

特別損失  

投資有価証券評価損 100,250

減損損失 1,520

工事補償費 7,000

貸倒引当金繰入額 14,712

特別損失合計 123,482

税金等調整前四半期純利益 719,286

法人税、住民税及び事業税 353,898

法人税等調整額 △52,587

法人税等合計 301,310

四半期純利益 417,976
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結

財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

該当事項はありません。 

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成21年２月１日 至 平成21年10月31日) 

  

 
(注) １ 事業の区分の方法及び各区分に属する主要なサービス等の名称 

(1) 事業区分の方法……主として内部管理上採用している区分によっております。 

(2) 各区分に属する主要なサービスの名称 

   ・道路事業………………道路維持清掃・維持補修工事、料金収受業、高速道路施設受託運営業務 

     ・レジャー事業…………映画興行、飲食、物販など顧客サービス事業、マリーナの運営業務 

     ・不動産事業……………不動産賃貸業 

２ 追加情報 

(有形固定資産の耐用年数の変更) 

 「追加情報」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より、法人税法の改正を契機に機械装置の耐用年数

の見直しを行っております。この変更によるセグメントに与える影響は軽微であります。 

  

該当事項はありません。 

  

(3) 継続企業の前提に関する注記

(4) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

道路事業 
(千円)

レジャー事業
(千円)

不動産事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結
(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

12,232,280 1,918,258 355,528 14,506,068 ― 14,506,068

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

─ 164,073 59,535 223,608 (223,608) ―

計 12,232,280 2,082,331 415,064 14,729,676 (223,608) 14,506,068

営業利益 797,043 17,420 158,296 972,760 (372,015) 600,745

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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前年同四半期に係る財務諸表 

（要約）四半期連結損益計算書 

 
  

  

「参考」

科  目

前第３四半期連結会計期間

(自 平成20年２月１日

  至 平成20年10月31日）

金額(千円)

Ⅰ 売上高 13,578,085

Ⅱ 営業費 12,005,631

   売上総利益 1,572,453

Ⅲ 一般管理費 1,019,661

   営業利益 552,791

Ⅳ 営業外収益

 1. 受取利息及び配当金 40,202

 2. 持分法による投資利益 24,306

 3. 負ののれん償却額 42,759

 4. その他 21,876

  営業外収益合計 129,144

Ⅴ 営業外費用

 1. 支払利息 3,490

 2. デリバティブ評価損 70,788

 3. その他 19,007

  営業外費用合計 93,285

   経常利益 588,650

Ⅵ 特別利益

 1. 貸倒引当金戻入額 13,854

 2. 保険解約返戻金 178,917

 3. 役員退職慰労引当金戻入益 67,370

  特別利益合計 260,141

Ⅶ 特別損失

 1. 貸倒引当金繰入額 18,758

 2. 商品廃棄損 19,345

 3. 店舗閉鎖損 24,576

 4. ＰＣＢ処理引当金繰入額 5,305

  特別損失合計 67,986

   税金等調整前四半期純利益 780,806

   法人税等 304,681

   四半期純利益 476,124
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